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什
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付
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築
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融
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自
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察
胃
J
V

一内

日

成

扱

剛
山
伊

市
立
病
院
新
築
成
る

の
威
容
一

本
年
三
月
よ
り
着
工
し
新
築
新
援
を
念
い
で
居
り
ま
し
た
大
村
市
立
病
院
が
、
い

よ
/

1
移
料
開
院
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
各
位
に
仰
知
ら
せ
致
し

ま
す
。3
き
に
市
時
各
位
の
結
一
し
ま
れ
る
病
院
さ
し
て
、

一

門
側
ゾ

犬
な
る
御
支
援
の
も
と

一
医
療
奉
公
D
精
紳
に
基
ィ

一

ム
移
特
日
・
:
九
月
二
千

に
新
築
工
事
陀
着
工
致
一き
一

意
奉
仕
致
し
度
く
万
一
問
、

二
十
五
の
雨
臼
を

し
て
居
り
ま
し
た
が、

一金
の
準
備
を
施
し

て
居
り
一

以
っ
て
移
特
完
了

本
月
を
一以
っ
て
第
一
期

一ま
す
の
で
、
旧
来
に山
惜
し一

ム
診
療
開
始
日
:
・
九
月

工
事
が
完
工
致
し
ま
し
一

て
御
利
用
下
さ
い
ま
す
よ
一
二
十
六
日
よ
り

た
。
此
の
度
の
病
院
は
一
う
御
待
ち
し
て
居
り
ま
す
一
第
二
期
工
事
の
関
係
上

先
般
来
よ
り
屡
々
木
紙
一

な
お
移
縛
開
院
の
日
程一

外
来
患
者
と
病
棟
の

一

で
、
お
知
ら
せ
し
て
居一

は
次
の
通
り
で
す
。

一

部

を
開
院
致
し
ま
す。

わ
全
し
た
遇
り、

近
代

一

ム
新
築
移
轄
の
場
所
・
:
一
ハ
市
立
病
院
d

病
院
建
築
の
粋
を
集
結
一

市
内
松
並
町
下
銭

章

二

し
て
居
り
、

ま
た
施
設一

八
四
ノ

一
ハ
旧
窓
廠
正
一

等
に
於
て
も

一
歩
進
ん
一

市

立

専

従

一弓

東

が

愛

工

だ
方
式
を
取
り
入
れ
て

一

病

院

容

易

品

川

ι
f
元
主
コ

私時間肌し
訪
日

誌

一

新

に

使
用
係
例
を
制
定

新
し
て
、
名
実
共
に
市
民
一か
ね
て
建
設
や
で
あ
っ
た一
竣
工
し
去
る
九
月
十
日
よ

の
病
院
と
し
て
、

ま
た
親
一本
市
博
染
病
棟
が
漸
や
〈
一り
明
設
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

今
迄
殻
生
し
た

停
染
病
患
者
は
、
閑
立
大

村
病
院
と
市
立
病
院
に
牧

詳
し

て
お
り
ま
し
た
が、

今
後
の
発
生
患
者
は
綿
ぺ

て
営
体
染
病
棟
に
牧
容
す

る
こ
と
に

な
り
ま
す

の
で

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

・
な
お
停
染
病
棟
快
用
に

関
す
る
保
例
が
・
次

の
よ

う
吃
制
定
5
れ
ま
し
た

場

問

日号

会全

9月 15 日 ~9月 30 日は

市廓民役場2期分の納期です

お忘れな く、納めて下 ~ II 、 。

令書手Iまお手許に怠っています。
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昭
和
初
年
以
来
の
思
い
出
:
;
・
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f了二1

一
万
国
以
上
も
給
付

ι月
が
ら

剛
一
郎
保
険
の
給
付
綴
引
上
げ

昭和30年 9月20日(旬刊)りエ1:. 政市村大(第80号)

郵
便
貯
金
の
行
〈
へ

市
民
の
皆
傍
が
漬
け

τ
お
一
む
大
付
市
に
も
昭
和
二
十

ら
れ
る
郵
便
貯
金
の
お
金
一
八
年
以
来
、
相
当
額
の
融

は
、
ム
へ
滞
省
の
資
金
運
用

一
賓
が
あ
り
、
各
種
施
設
の

部
に
逸
ら
れ
、
そ
乙
か
ら
一
連
設
そ
の
他
が
行
わ
れ
、

都
会
、
農
村
宏
問
わ
歩
、
一
市
政
運
営
に
寄
興
し
て
い

各
市
町
村
じ
お
い
て
、
わ
一
る

D
で
あ
り
ま
す
。

れ
わ
れ
の
生
活
に
身
近
か
一
ま
た
中
小
企
業
金
融
公

な
と
こ
ろ
に
還
元
さ
れ
て
一
庫
や
関
民
金
融
公
庫
を

役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
一
通
じ
て
中
小
企
業
の
事

そ
れ
で
、
わ
ユ
わ
れ
の
住

一

業
資
金
を
供
給
し
て
い

翻
批
郵
便
貯
金
特
別
増
強
運
動

ま
す
。
さ
ら
吃
.竜
力、

石
炭
、
鉄
鋼
、
海
運
在

ど
の
基
幹
出
品
業
を
興
す

た
め
っ
閥
均
裳
債
朱
や
長

期
信
弔
債
務
と
な

っ
て

郵
便
貯
金
は
、
ゆ
た
か

な
大
付
市
、
ま
た
、
ゆ

た
か
な
喝
を
つ
く
る
た

め
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
三
と
を
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ハ
大
村
郵
便
局
貯
金
塊
d

、
よ
く
お
議
み
下
さ
い
。

学
用
品
代
に

三
小
遺
伝

中

学

生

の

美

挙

つ
寄
附
を
受
け
成
っ
て

居
。
、

度
々
の
・一〈可
篤
在

行
筋
に
非
常
に
感
激
し

て
、
早
速
叫
学
用
品
を
購

入
、
市
内
の
中
型
校
長

さ
ん
吃
一
明
布
し
て
筑
の

毒
な
お
友
迭
に
波
す
乙

と
に

な
っ
た
。

ハ
市
教
育
委
員
会
)

タ
パ市

貿

い

まし
ょ
う +

AF 

内

て

コ

3
石
、
ガ
ラ
ス
片
、
金

属
片
専
を
投
け
た
り
、

空
気
銃
モ
D
他、

飛
直

良
を
護
対
し
、
花
え
を

も
て
あ
そ
び
、
え
は
投

球
、

ロ
ー
ラ
ー

ス
ゲ
ー

ト、

そ
〉
他
こ
は
に畑叫

す
る
一
付
箆
を
す
る
こ
と

側
交
品
川
J

ひ
ん
地
在
直

山市で
、
鬼
迂
ヘ
ベ
ナ
え

ヒ
、
十
崎
才
和
市
川ゾ一世代

ゾ
も
し
く
宜
、
幼
屯
「

ベ
才
未
浦
〉
者
J

を
探

護
者
メ
鬼
主
.
幼
氾
℃

8
r主
主
・せ
、
又
は
虚

護
者
世
附
添
わ
な
円
で

幼
同
喝
を
歩
行
さ
せ

る
三

L
L
O
 

ゆ
交
通
弓
妨
害
と
な
る

主
う
在
宅
台
を
つ
他
パゾ

物
件
全
放
置
す
る
こ
と

η
諸
車
、
父
役
悦
遁
一
早

か
ら
、
え
う
つ
い
セ
グ

パ
コ
、
燃
え
て
い

る
物

そ
D
他、

発
ふ
へ
D
お
そ

れ
の
あ

る
も

οを
捨
て

X
V
干

)

守

唱

。

3
進
一
汀
中
D
自
訪
日
阜
、

又
は
軌
謹
一
単
に
飛
ぴ
飛

句
、
又
は
飛
び
降
り
る

守

〕

L』
O

。
進
行
中
。
自
動
車
、

軌
道
車
の
外
部
に
つ
か

ま
り
、
又
は
進
行
中
の

車
体
の
外
部
医
乗
る
こ

。

E
P』@
牛
馬
の
た
余
在
を
放

ち
叉
は
、
た
?
な
を
口

元
か
ら
著
し
く
弛
め
て

通
行
す
る
こ
と
。
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